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 [Overview and purpose of the course]
都市地理学の基礎的諸概念・モデルを説明し，新しいトピックについても紹介する。

 [Course objectives]
都市地域形成プロセスについて，理論的側面と現実的側面の双方から洞察を深めることを目標とす
る。

 [Course schedule and contents)]
§１．都市とは何か‥‥都市・都市化・都市圏について，定義を試み，近代・産業化以降に特有の
都市という現象について考察する。 
§２．機能地域‥‥都市の発達によって「地域」の概念はどう変質したのか。等質地域との比較で
都市を結節点とする機能地域概念を考察する。 
§３．中心地論‥‥都市の規模と分布を規定する法則性について考察する。 
§４．地代と土地利用‥‥都市圏の土地利用は都心を中心としてどのように分化するか，そのメカ
ニズムを考察する。 
§５．都市の生態‥‥シカゴ派社会学の生態学的観点に基づく都市分析のアプローチおよび都市空
間モデルを考察する。
§６．田園都市とニュータウン‥‥現代日本の都市の特徴をなす郊外住宅地の淵源を，英国のモデ
ルに求める。 
§７．時間の中の都市‥‥１日24時間という時間次元の中で，都市はどのように「鼓動」している
のか。クロノジオグラフィーの概念について紹介する。また，都市住民は仕事や利用交通機関など
の制約条件の中で，どのように活動しているのか。タイムジオグラフィーの概念について紹介する。
 

その他のトピックを，随時取り上げる。

 [Course requirements]
None
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 [Evaluation methods and policy]
筆記試験などによる。また，出席確認を兼ねて，予告なしに小テスト・アンケートなどを行う場合
がある。

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

  （Related URL）
 http://www.hgeo.h.kyoto-u.ac.jp/ogata/(小方研究室ホームページ)

 [Study outside of class (preparation and review)]
毎回の授業を復習し，授業中紹介した文献等を必要に応じ参照すること。

 [Other information (office hours, etc.)]
 

 [Essential courses]


